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ホプキンズの『インヴァースネイド』
―インスピレーションとデザイン―
山　田　泰　広
1
　1881 年秋，イエズス会所属の神父ジェラード・マンリー・ホプキン
ズはスコットランドにいた。この年の 8 月からグラスゴウの聖ヨゼフ教
会に勤務していたが，10 月 1 日より第三修練期が始まるため，まもな
くロンドン，ロウハンプトンにあるマンリサ・ハウス（Manresa House, 
Roehampton）に向かうことになっていて，短期の滞在であった。それ以
前は，1880 年 1 月から，リヴァプールの聖フランシス・ザヴィエル教会
で助任司祭として働いていたが，彼にはリヴァプールは「太陽を見ること
ができない地獄の穴」に思われた1）。彼が言う「太陽」とは，文字どおり
の太陽だけでなく，自然や都市を魅力的にしている様々なもの，つまり彼
にとって慰めとなるものを指している。「リヴァプールはどこにもまして
詩神のいないところです。それは本当に不幸極まりなく，悲惨極まりない
ところです」とも言っている2）。助任司祭として赴任したオックスフォー
ド滞在中（1878―79）にはあまり感じられなかったくつろぎが，リヴァプー
ルの貧しいアイルランド人信者との交わりでは感じられたのだが，その
人々の生活環境，つまりホプキンズが赴任した教区の環境は慰めと呼べる
ものがなく，劣悪で悲惨であった3）。おまけに，冬の気候は厳しく，仕事
が忙しくて「まともなものは書けない」とこぼすような日常であった4）。81
年 9 月にグラスゴウに移るが，そこもまた，産業革命によって膨張したイ
ギリスの都市はどこもそうであったように，「ひどい所」（wretched place）
であった。「リヴァプールに較べると心地よい」とホプキンズは手紙に書
いているが，それは悪い中ではましな方という意味である。「グラスゴウ
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は住むのはいやなところですが，それでもいくらかいいところがあり，街
や建物は立派で，土地の人々は活気があります」と言っている5）。「都会
で私のような生活を送ることが精神や感情をどんなに苦しめるかは口で
は言い切れない」と述べているように，彼には田舎の光景（country sight）
やのびのびした，ゆったりした感じ（feeling of  freedom or leisure）と無縁
の生活は苦痛なものであった6）。そうした光景や雰囲気が刺激となってホ
プキンズを創造へと駆り立てるのだが，1880 年から 81 年にかけては，そ
んな気分になれない生活環境で忙しい毎日を過ごさざるを得なかったこと
が書簡からわかる。
2
　すでに述べたように，ホプキンズは 1881 年 10 月には修練黙想のためグ
ラスゴウからロウハンプトンに移ることになっていた。その少し前の 9 月
16 日付書簡で「スコットランドを発つ前に，二日間，ハイランズを旅行
することにしています」と友人のロバート・ブリッジズに語っている7）。
この旅でホプキンズはグラスゴウから 50 マイルほど北西にあるローモン
ド湖へと向かった。湖では遊覧船に乗って風光明媚な周囲の眺めを楽しん
だようだが，途中，湖北にあるインヴァスネイド（Inversnaid）という村
に立ち寄り，ローモンド湖へと注ぐアーカート川の渓谷を訪れた。この訪
問は忘れがたいものであったようで，6 年ほど後ダブリンで「ハイランズ
にいたらどんなによいだろうと思います。私は端の方をちらっと見ただけ
です。ある日グラスゴウから急ぎローモンド湖に出かけました。日は暗く，
湖を部分的に隠していましたが，まったく形を変えてしまうほどではなく，
かえって深く忘れがたい印象となった，哀愁を帯びた荘重な美しさを与え
ていました。私はインヴァースネイドで 2，3時間船を降り，キャノン・ディ
クソンの手になる美しい歌詞につける，とてもよいメロディーの霊感を得
ました」と回顧している8）。この訪問の約 2 週間後，9 月 28 日には『イン
ヴァースネイド』（Inversnaid）という 16 行の詩作品が完成している。ハ
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イランズの美しい田舎の光景や日常生活からの開放感が，メロディーだけ
でなく，詩の霊感も彼に与えたのである。
　そのテキストは以下のとおりである。
This darksome burn, horseback brown,
His rollrock highroad roaring down,
In coop and in comb the fleece of  his foam
Flutes and low to the lake falls home.
A windpuff-bonnet of  fawn-froth
Turns and twindles over the broth
Of  a pool so pitchblack, fell-frowning,
It rounds and rounds Despair to drowning.
Degged with dew, dappled with dew
Are the groins of  the braes that the brook treads through,
Wiry heathpacks, flitches of  fern,
And the beadbonny ash that sits over the burn.
What would the world be, once bereft
Of  wet and of  wildness? Let them be left,
O let them be left, wildness and wet;
Long live the weeds and the wilderness yet.9）
　上のブリッジズ宛の書簡には「衰弱した状態」，「疲れている」といった
ことばが見られることから，この頃，ホプキンズは体力が弱っていて，北
国の厳しい天候や教区教会での忙しい生活をきついと感じていたことがわ
かる。体力が弱れば，仕事が思うようにできない。神経が細やかで義務
感，使命感が強い分だけ，それが心を苦しめ，気分を憂鬱にする。この問
題はこの後ホプキンズに生涯つきまとうことになる。風光明媚なハイラン
ズへの小旅行は，北ウェールズでの滞在がそうであったように，ホプキン
ズにとって，乾いた心を潤すのに必要な「息抜き」，「気分転換」となった
ようだ10）。
ホプキンズの『インヴァースネイド』― 46 ―
3
　『インヴァースネイド』の題名をもつ詩は，この旅行での気分を反映し
ている。体調と気分は密接に結びついているので，体が疲れていると気分
は悪くなる。疲れの一因となる義務的な仕事をしなくてもよくなると人は
開放感を得ることができる。また，ストレスを感じる日常生活の場を離れ
て，新しい，興味深い環境に身をおくことで人は気分を変え，高めること
ができる。旅はそういう機会である。
　この作品には「絶望」（Despair）という語があるが，作品の色調が暗
く沈鬱なわけではない。変化に富んだ谷川の淵は暗く，その印象を，絶
望すら真っ黒な水底へ渦巻きながら沈んでゆきそうだと誇張して表現し
ているだけである。水面に浮かぶ泡を「風がぷっと吹いたボンネット」
（windpuff-bonnet）に見立て，そのボンネットが「絶望」（Despair）―
大文字は絶望の擬人化を示している―を溺れさせるという奇想は愉快
で，コミカルですらある。曇天下のローモンド湖の「哀愁を帯びた荘重な
美しさ」がホプキンズを感動させたように，「野生」（wildness）と「潤い」
（wet）で輝きを放つ渓谷の「動」と「静」の印象的な光景が彼の感覚を虜
にし，乾いた心を潤し，昂ぶらせたのだろう。自然の野生的な魅力に触れ
た喜びが，少なくともこの詩の第 3連までのことばには漲っている。
4
　ところで，『インヴァースネイド』が書かれて 9ヶ月ほど経った 1882 年
7 月 2 日付の書簡で「真面目な詩（serious poetry）では，その基準とねら
いは厳密な美（strict beauty）にあって，もし詩人がその点で失敗すれば，
そこにどんな偶発的な長所があっても，彼の詩は厳密な，つまり本来の意
味で詩（proper poetry）ではありません」と述べているように，ホプキン
ズが詩で意図したものは基本的に「美」であった11）。その美とは，要する
に，1 篇の作品に結実したことば（utterance）が読者の知覚・感覚・情感
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を刺激して内的快感をひきおこす現象である。詩人の才能とは，この内的
快感をひきおこすようなことばで書かれた作品を創りだす能力である。詩
人の性格が美しいからといって，述べられている思想が気高いからといっ
て，詩がすばらしくなるわけではない。ことばに対して鋭い感受性をもち，
ねらいに合わせてことばを巧みに操る才能が本来の意味で詩人の才能であ
り，それが凡庸であればいくら高邁な思想を述べていても詩人としては評
価が劣る12）。
　では，そのような美をねらいとする作品はどのように書かれるのか。ホ
プキンズは若いころより，芸術におけるデザインの問題に強い関心を示し
ていて「音楽で節やメロディが，絵画では意匠がもっとも私を感心させる
ように，意匠や図案，あるいは私がいつも“インスケイプ”と呼んでいる
ものが，私が詩で何よりも意図しているものなのです」と述べている13）。
“インスケープ”（inscape）はホプキンズの造語で，詩作品独特の文体美
（species or individually-distinctive beauty of  style）を指す14）。つまり，彼はデ
ザイン性にすぐれた言語テキストを造形することによって美を追求したの
である。
5
　美をねらいとして，詩をデザインする方法の 1 つは，律動的できちんと
韻をふんだ，耳に快い言語テキストを造形することである。スプラング・
リズムとホプキンズが呼ぶ韻律法で書かれたこの作品では，どの行にも 4
つ強勢を受ける音節が配置され，ほぼ等時的に読まれるが，その数だけが
規則的で，詩脚数，強勢を受けない音節数，1行の音節数は一定ではない15）。
一定の間隔で強い音節が響き，しかも，強勢を受ける音節の間にくる強勢
を受けない音節数が変化するためリズムが複雑に変化する。
　行を単位としてリズムの形を見た場合，単調にならないようにどのよう
な工夫をしているだろうか。まずはリズムを分析してみよう。（×は強勢
を受けない音節，/ は強勢を受ける音節を表す）
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（1） （2） （3） （4）
× / × /, /× /, 　× / × / ×× / / 　/ × /, / ×× / 　/ ×× / × , / × /
× / × / × / × /, 　/ × / × / ×× / 　×× / ×× / ×× / × /, 　× / ×× / × . / ×× /
× / ×× / × / ×× / 　× / × / × / / × , 　/ × / × , / ×× / 　× / ×× /, / ×× /,
/ × / ×× / × /. 　× / × / × / × / × . 　×× / ×× / ×× / ×× /. 　/ ×× / ×× / × /.
　上の表に見られるように，リズムは，各行に共通する要素として 4 つの
強勢をもち，第 1連の 4 行目，第 2 連の 4 行目，第 4連の 4 行目を除いた
すべての行で前半にある文法的単位としての句で 2つの強勢，後半にある
句で 2 つの強勢をもち，各行バランスよく構成されている。しかし，リズ
ムは規則的ではなく，さまざまに変化する。例えば，第 1 連，2 連は弱音
節で始まるが，句の切れ目で強音節が連続したり（burn, horse back），句の
中で強音節が連続したり（fawn-froth, fell-frowning），2 行に跨って強音節が
連続したり（foam Flutes，froth Turns）して，弱強格，弱弱強格の上昇調に
なれた耳を不意打ちする。第 3 連，4 連は強音節で始まるので，読者は下
降調を予想する。しかし，ここでも句の切れ目で強音節が連続したり（dew, 
dappled, left, wildness），2 行に跨って強音節が連続したり（through, Wir y, 
wet Long）して，今度は下降調になれた耳を不意打ちする。さらに，強音
節が連続する場合に，各行の第 1，第 3 強勢は第 2，4 強勢よりやや強い
ことが多いので，2 つの音節には強さに違いがある（上記カッコ内のイタ
リック体の部分は強い方を示す）16）。強音節の連続というような大きな変
化ではないが，複数の詩行のリズムが完全に一致することはない。例えば，
第 1 連の 1 行目と 2 行目のリズム進行は似ているが，1 行目には第 2 強勢
の後に弱音節がない点で 2 行目と異なる。第 3連の 1行目と 3行目もよく
似ているが，やはり，1 行目の第 2 強勢の後に弱音節がない点で 3 行目と
異なる。2 行目と 4 行目も，2 行目の第 3 強勢に続く弱音節が 1 つ少ない
点だけが違う。第 4 連では，1 行目と 4 行目において，1 行目の方が第 2
強勢と第3強勢に続く弱音節がそれぞれ1つ少ないし，2行目と3行目では，
3 行目には第 2 強勢の後に弱音節がない。このように，リズム進行がよく
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似た行は幾組かあるが，同じではなく，微妙に異なり，均一ではない。
　強勢の数がすべての行で一定であるのに加えて，一定の間隔で― 4
つ目の強勢を受ける音節ごとに―母音以下が一致する音節が配置されて
いるので，リズム構成にさらなる秩序が加えられる。その同じ音は 2回ず
つ聞える。これが脚韻（end rhyme）である。この作品では 2 行ずつ押韻
して，それが 2 組 4 行で 1 つの連となり，全体は 4 連 16 行で構成されて
いる。このようにして，スプラング・リズムの原理に基づく韻律と規則的
な脚韻のパターンによってデザインされた詩行は，音の配列における規則
性を土台としながら，その伸縮自在の展開によって耳を楽しませる，複雑
な音のパターンをもった言語テキストを創りだすのである。
6
　聴覚的デザイン性を感じさせるもう 1 つの工夫は頭韻の使い方にある。
（－は頭韻をふまない強音節，アルファベットは押韻する子音，（　）の中
のアルファベットは強勢を受けないが押韻する子音）
（1） （2） （3） （4）
　－    b　－    b 　－　－　f　 f  　 d　 d 　d　d 　w（w）w　－ －
　 r    －　  r   － 　 t　   t　－  － 　－    b　b   － 　w　w　 l　  l
　 k     k　  f 　 f 　 p　   p　－   － 　－     －    f　  f  　 l　   l　 w　 w
　 f      l　  l   （f） 　 r　   r　－  － 　 b    －   －   b      l   （l）   w　w
　上の表に見られるように，頭韻の数は非常に多く，連ごとに合計すると，
第 1連では 6組，第 2 連では 5 組，第 3連では 5組，第 4 連には 7組ある。
各行に 1組か 2組の頭韻もしくは頭韻的な子音の反復があるのだが，連の
中でのその組み合わせ方は一定ではなく，それぞれの行によって頭韻の
数，押韻する音節の位置が変化する。同じ組み合わせを使う場合でも，まっ
たくの反復ではない。たとえば，第 4 連の 2 行目と 3 行目は wet-wildness，
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let-left の組み合わせだという点で共通するが，行内での順序は逆になって
いる。このように，頭韻は少なくとも 1組あるという点では各行共通して
いるが，2 組ある行もあって全体をとおして均一ではない。1 組の頭韻が
ある点では共通する行も，押韻語の配置はやはり一様ではない。また連に
おいて 2 組頭韻をもつ行の数と配置も同じではない。だから，頭韻はすべ
ての行にあるという点でこの言語テキストをデザインする上で意図的に選
ばれた構成要素と見なすことができるが，頭韻によるデザインのねらいは
形式を整えるというより，連相互の内容的な違いに対応することにあるよ
うに思われる。
7
　連（stanza）は一般的に，言語テキストにおいて形式的，内容的なまと
まりをもつ単位となっている。『インヴァースネイド』は 4 連で構成され
ているが，第 1 連はローモンド湖に谷川が勢いよく流れこむ様子を，第 2
連は流れの緩やかな淵で，水面の泡が風に吹かれて動く様子を，第 3連は
上流部の岸辺や草木が飛沫で濡れている様子を述べ，第 4 連は一転して，
世界にとってなくてはならない「野草」や「原野」が残るようにという願
いを述べている。だから，第 1連から 3 連までは，インヴァースネイドの
渓谷で目を捉えた事象について，比喩表現を交えながら，その感覚的，印
象的特徴を伝えようとしているのに対して，第 4連は，それらの事象に魅
せられた詩人がその感情的帰結として，インヴァースネイドをその 1 例と
する緑の原野が世界から奪われることのないようにという祈りの気持ちを
伝えようとしている。つまり，第 1―3 連と第 4 連とでは伝えようとしてい
ることが違うのである。
　頭韻の使い方はその「何を伝えようと意図しているのか」という観点か
ら理解する必要がある。すなわち，第 1―3 連で頭韻を使っている意図は，
強勢を受ける音節の頭にある特定の子音を反復してその音を印象づけ，そ
の音の感じによって，語が指示する対象についてのイメージのニュアンス
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を伝えようとしている点にある。第 1 連では有声破裂音 b，流音 r，無声
破裂音 k，無声摩擦音 f，流音 l が，第 2 連では無声摩擦音 f，無声破裂音
t，p，流音 r が，第 3 連では有声破裂音 d，b，無声摩擦音 f がそれぞれ反
復されて，詩人がそれぞれの事象に感じとったさまざまな感覚的特徴を暗
示する。それは太古より北の渓谷に息づく，野生的な自然の営みが詩人に
感じさせる，様々な力やイメージに照応する響きの表現である。
　これに対して，「野草」や「原野」が残るようにという願いを述べてい
る第 4 連では，頭韻の数は 15 と多いが，半母音 w と流音 l のみから構成
されている。w の頭韻をふむ語が 9 つ，l の頭韻をふむ語が 6 つで，w が
とくに目立つ。第 1―3 連に多用された破裂音，摩擦音は頭韻には使われて
いない。響きの点では第 4連は彩りに欠けたモノトーンの世界である。し
かも，wet と wildness，let と left という 2 語を組み合わせた頭韻が，順序
は変えているが，それぞれ 2度使われている。この彩りのなさは意図的で
ある。つまり，秋の渓谷で詩人の目と心を捉えた自然の多様な営みのイメー
ジを暗示する第 1―3 連とは違って，限られた頭韻を並行的に使って，野生
美に触発された詩人の願いの強さを力強くアピールするために，反復に
よってメッセージのキー・ワードを目立たせ，印象づけるのがこの連にお
ける頭韻使用の意図であると考えられる。
　このように，第 1連から 3連までは感覚的印象を，第 4連では祈りの気
持ちを伝えようとしていて，その点で内容が異なる。これら 2つの部分で
は，頭韻という観点から見てもそれぞれ特徴が異なっている。前者におけ
る頭韻の特徴は反復される子音が多様である点と破裂音と摩擦音が多いと
いう点で，後者で使われている頭韻の特徴は，反復される子音は 2つだけ
だという点と前者に多い破裂音，摩擦音を使っておらず，前者にはない半
母音を非常に多く使っているという点にある。
　また，第 1連から第 3連まではいずれも感覚的印象を伝えようとしてい
る点では共通であるが，心と感覚を捉えた対象が違うので当然印象の内容
は異なる。3 つの連は頭韻という観点から見てもやはり特徴が異なる。1
連は有声破裂音 b が 2 つ，無声破裂音 k が 2 つ，流音 r が 2 つ，l が 2 つ，
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無声摩擦音が 3 つあり，第 2 連は無声摩擦音 f が 4 つ，無声破裂音 t が 2
つ，p が 2 つ，流音 r が 2 つあり，第 3 連は有声破裂音 d が 4 つ，b が 4
つ，無声摩擦音 f が 2 つあって，共通点もあるが，明白な違いもある。例
えば，第 1連には有声破裂音，無声破裂音，無声摩擦音，流音のすべてが
あるが，第 2 連には有声破裂音がなく，3連には無声破裂音と流音がない。
また，第 1連には流音，第 2 連には無声摩擦音，第 3連には有声破裂音が
他の連より多い。このように，1 連から 3 連では，連によって頭韻として
使う 4 種類の子音の比率が異なり，その違いが，それぞれの連が伝えよう
とする感覚的印象の内容の違いに対応していると考えられる17）。
8
　すでに見たように，第 4 連は第 3 連までと較べて，頭韻の数が多い。第
4連には 7 組もの頭韻があり，強勢を受ける語 16 のうち 12 語が押韻する。
強勢を受けない語との押韻を含めれば 15 になる。ちなみに，第 1 連は 10
語（強勢をもたない語との押韻を含めれば 12 語），第 2 連は 8 語（同一語
の反復を含めれば 10 語），第 3 連は 10 語である。頭韻の数については，
確かに，第 4 連がもっとも多いが，残りの連でも少なくはないので，数の
多さはとりたてて目立つ特徴ではない。ただ，2 組の頭韻をもつ行は，第
1 連で 2 行，第 2 連，第 3 連では 1 行であるが，第 4 連には 3 行あり，そ
れも執拗に 2 つの音 w と l だけが響きあうので，それらの音をもつ語が注
意を引く。結びの 4 行のうち 3 行が 2組の頭韻をもちながら，反復される
子音は 2つだけという特徴はメッセージ性の高い 4 連を聴覚的デザインに
おいて印象的な締めくくりにしていると言える。
　しかし，頭韻を利用した工夫だけでは，先行する 3連との違いが十分に
目立たないだろう。ワーズワースは『黄水仙』（Daffodils）を締めくくる
のに，結びの部分‘dances with the daffodils’だけで頭韻を使うことでその
部分を印象的にすることができたが，『インヴァースネイド』の場合には
作品全体に多数の頭韻が使われていて，他の部分との違いを目立たせるこ
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とでその部分を印象づける表現上の工夫としては物足りない。そこで，2
つの子音を反復するだけでなく，第 1―3 連と異なる叙述形式が選ばれてい
るように思われる。第 1―3 連では現在の事実を述べる直説法現在形の平叙
文が使われているのに対して，第 4 連では仮定法過去の疑問文で始まり，
命令法の命令文が続き，祈願文で終わる。「法」（mood）の違いに，叙述
対象への心的態度の違いがはっきり示されている。この違いは叙述の展開
において大きな変化なので，読者にインパクトを与えるはずである。
9
　次に，全体の構成という観点から，語彙の選択について考察してみよう。
第 1―3 連で詩人が伝えようとしている感覚的，印象的特徴は特殊性，固有
性をもっているので，総称的，概念的なことばでは表現できない。そこで
詩人は特殊で，具体的イメージを喚起する語句を選んだり，造ったりする。
一方，4 連で伝えようとしている気持ちは，強いものではあるが，特殊的
ではなく，一般的なものに対する願望である。だから，詩人は「世界」，「野
草」，「原野」といった総称表現，概念的なことばを使っているのである。
　詳しく見てゆくと，第 1連，第 3連には，スコットランドで「小川」を
意味する‘burn’があり，その語からハイランズ（Highlands）の原野を流
れる美しい谷川が想像される。その代名詞には男性代名詞‘his’が使われ
ているので，それが猛々しい，男性的な感じの谷川であることを暗示し
ている。その川の色は褐色であるが，‘horseback brown’（馬の背色のよう
な褐色）とその色の感じがより具体的に限定されている。川の流れの音
は大きく，‘roaring’（とどろくような）と，その迫力ある感じが具体的に
表現されている。さらに，その流れは，‘rollrock’「岩を転がす」と，勢い
の激しさが誇張表現されている。表現はいずれも，その印象の特徴を具
体的に伝えるように選ばれていることがわかる。第 2 連で述べられてい
る泡は，‘windpuff-bonnet’「風が吹き飛ばす帽子」のようで，‘fawn’「淡黄
褐色」で淵の上で‘turns’「向きを変え」‘twindles’「旋回しながら 2 つに割
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れる」18）。淵は‘pitchblack’「黒褐色」で，‘fell-frowning’「凄まじく険しい表
情」である。‘It rounds and rounds Despair to drowning’「泡は絶望を巻き込
んで溺れさす」かのようだ。‘windpuff-bonnet’は女性を連想させる語で
あるが，その女性用の帽子のような泡が円を描きながら絶望という人物
を巻き込んで黒褐色の淵に消えて行くというイメージを喚起する表現は
荒唐無稽で面白い。第 3 連では，「川沿いの山腹，堤の斜面」を意味する
‘braes’がある。スコットランド民謡の歌詞によく登場する語で，ハイラ
ンズの谷川に沿った紅葉したヒースが茂る野趣に富んだ山腹を想起させ
る19）。‘heath，’‘fern,’ ‘ash’はいずれもハイランズの原野に自生する代表
的植物である。それらの語から具体的イメージを思い浮かべることができ
る。‘beadbonny’という語が添えられて，トネリコの実が秋になって赤く
色づいていることが暗示されている。同時に女性のネックレスのような飾
りを連想させる。このように第 1―3 連におけることばの役割は，秋の渓谷
で詩人の目を捉えた事象の複雑な印象の特徴を具体的に伝えることなの
だ。
　一方，第 4 連の‘world’「世界」にはまったく修飾語がない。‘wet,’ 
‘wildness,’ ‘weeds,’ ‘wildrness’も修飾語はなく，指示対象は抽象的，一般
的である。詩人が残してほしいと願っている対象が特定のものでなく，漠
然としているからである。この部分で詩人が第一に伝えたいのはどのよう
な気持ちを抱いているかであって，「世界」や「原野」の具象的イメージ
ではないのである。
10
　詩人は，全体的な構成を考えてことばを選び，配列する。しかし，ホプ
キンズは美の追求においてそれで満足はしなかった。それだけでは作品
は面白くはならない，細部の表現と表現対象の関係に新しさがなければ
読者により大きなインパクトを与えることはできないと考えていたので
はなかろうか。だから，例えば，喩えを使うときに，ひらめきを重視し，
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型にはまった，独創性や新鮮味のない表現は避けたように思われる20）。そ
のため‘the fleece of  his foam’，‘A windpuff  bonnet of  fawn-froth’，‘groins 
of  the braes’，‘flitches of  fern’などのような，ユニークな喩えを想いつい
たのであろう。形容辞を使うときにも同じことが言える。‘darksome’と
いう形容詞は‘dark’と‘handsome’を合成したような語で，‘dark’だけで
使うよりも表現に深みがでる。‘horseback’という語は‘brown’という色の
印象を示すのに使われているが，艶やかな駿馬の背を連想させて斬新で
ある。‘rollrock’も合成による造語で「岩を転がすような勢いのある」く
らいの意味であるが，‘highroad’の勢いのある流れの印象を鮮やかに示
す表現である。‘roaring down’という形容もごうごうと水音を立てて流れ
下る谷川のイメージを想像させる。‘fell-frowning’は黒く淀んだ淵の印象
を顔の表情に結びつけた表現で面白い。動詞では，‘Flutes and . . . falls’の
‘Flutes’「縦に溝を掘る」や，‘Turns and twindles’の‘twindles’（既述）など
が，どのような動きを指示するのかわかりにくいが，その響きで興味を引
き，動きを想像させる。第 1連から 3連まではインヴァースネイドにある
渓谷の描写であるが，細部の斬新な表現で，読者の興味を引き続ける。
11
　ホプキンズが言うように，詩の価値は何よりもまず，作品がそのねらい
である言語表現における「厳密な美」を感じさせるかどうかによって判断
されるべきであろう。ここで言う「厳密な美」とは言語が指示する内容の
美ではなく，ことばの巧みさ，表現の面白さである。
　その美を感じさせるために『インヴァースネイド』というテキストはど
のように作られているのだろうか。1 つは，作品において全体的な観点か
ら構想された，特徴ある言語パターンを造形することがポイントである。
ことばを美しく配列する工夫の 1つは，リズミックな表現を造形すること
である。しかし，変化に乏しいパターンが終始一貫して続くとリズムが単
調になって飽きられるので，規則性を土台にして変化をつける必要がある。
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　『インヴァースネイド』ではリズムだけでなく頭韻や叙述形式もまた，
特色ある言語パターンを造形している。その全体的な構成が作品の表現価
値を高めているのである。
　さらに，細部の表現が音と意味の両面で新鮮であることが 2つ目のポイ
ントである。作品は，自己の感覚に忠実な，独創的で新鮮な表現を創りだ
すことによっていっそう輝きを増し，読者を魅了する。
　このように，『インヴァースネイド』において，ホプキンズはインスピ
レーションとデザイン力によって面白い作品を作り出した。インスピレー
ションが表現に独創性と新鮮味を与え，デザイン力が総体的に構想された
形を表現に与える。この作品の美しさの秘密はこのインスピレーションと
デザイン力に負っていると言えるだろう。
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